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第
３
章　

８
・
６
水
害
と
阪
神
・
淡
路
大
震
災

外
西
院
長
が
急
逝

　

平
成
４
年
４
月
か
ら
時
任
純
孝
院
長
の
後
任
と
し
て
第
３
代
病
院
事
業
管
理
者
に
就
任
し
た
外
西
寿
彦
院
長
が
、
翌
５
年

７
月
21
日
、
食
道
が
ん
の
た
め
急
逝
し
た
。

　

同
年
３
月
、
東
京
・
虎
の
門
病
院
で
手
術
。
４
月
か
ら
は
術
後
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
市
立
病
院
に
入
院
、
一
時
期
公
務
も
こ

な
し
て
い
た
。
享
年
68
歳
。
２
組
の
五
つ
子
や
九
州
で
初
め
て
の
体
外
受
精
児
の
誕
生
な
ど
に
携
わ
っ
た
。
７
月
24
日
、
県

医
師
会
館
で
営
ま
れ
た
合
同
葬
（
外
西
家
・
市
立
病
院
）
に
は
医
師
会
や
病
院
関
係
者
、
日
本
初
の
五
つ
子
と
な
っ
た
山
下

頼
光
さ
ん
一
家
ら
約
２
０
０
０
人
が
参
列
し
た
。
赤
崎
義
則
市
長
は
「
人
間
愛
に
あ
ふ
れ
、
医
療
へ
の
燃
え
る
よ
う
な
情
熱

が
五
つ
子
誕
生
、
市
立
病
院
の
成
長
へ
と
導
い
た
。
院
長
と
し
て
の
手
腕
も
全
国
で
も
有
数
だ
っ
た
」
と
功
績
を
讃
え
た
。

ま
た
、
故
外
西
院
長
が
「
市
立
病
院
を
さ
ら
に
充
実
、
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
医
療
従
事
者
の
生
涯
学
習
の
必
要
性
が
あ

る
」
こ
と
を
常
々
強
調
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
遺
族
か
ら
書
籍
等
の
寄
贈
の
申
し
出
が
あ
り
、
翌
６
年
４
月
「
外
西
文
庫
」

と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
１
周
忌
に
あ
た
る
同
年
７
月
、
故
外
西
院
長
の
エ
ッ
セ
イ
、
闘
病
日
記
、
各
界
の
追
悼
文
、
著
書
・

論
文
な
ど
業
績
等
を
ま
と
め
た
追
悼
・
業
績
集
が
、
産
婦
人
科
医
局
一
同
の
手
で
発
刊
。
メ
ス
を
持
つ
外
科
医
と
し
て
の
心

構
え
と
し
て
、
故
外
西
院
長
が
愛
誦
し
て
い
た
「
鬼き

手し
ゅ

佛ぶ
っ

心し
ん

」
と
命
名
さ
れ
た
。
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後
任
に
武
弘
道
副
院
長

　

赤
崎
義
則
市
長
は
、
任
期
途
中
に
急
逝
し
た
外
西
寿
彦
院
長
の
後
任
に
武
弘
道
副
院
長
の
起
用
を
決
め
た
。
辞
令
は
平
成

５
年
７
月
27
日
付
。
武
院
長
は
指
宿
郡
頴
娃
町
出
身
。
九
州
大
学
卒
業
後
、
同
大
講
師
な
ど
を
経
て
、
昭
和
52
年
に
市
立
病

院
小
児
科
科
長
に
就
任
。
53
年
４
月
か
ら
平
成
４
年
３
月
ま
で
小
児
科
部
長
を
務
め
、
同
年
４
月
か
ら
副
院
長
（
小
児
科
部

長
併
任
）
を
務
め
た
。
こ
の
間
、
小
児
血
液
病
や
小
児
が
ん
の
治
療
に
尽
力
。
昭
和
57
年
に
は
県
の
依
頼
を
受
け
て
、
市
立

病
院
を
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
拡
充
し
た
。
新
し
い
副
院
長
に
は
、
土
持
昭
男
外
科
部
長
（
市
立
高
等
看
護
学
校

校
長
兼
務
）
が
決
ま
っ
た
。
指
宿
市
出
身
で
鹿
児
島
大
学
医
学
部
卒
。
市
立
病
院
外
科
医
長
な
ど
歴
任
後
、
昭
和
53
年
４
月

か
ら
外
科
部
長
を
務
め
て
い
た
。

８
・
６
水
害
、
職
員
一
丸
で

　

平
成
５
年
夏
、
鹿
児
島
地
方
は
、
例
年
と
全
く
異
な
る
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ
た
。
７
月
の
降
水
量
は
平
年
の
３
倍
を
超

え
る
１
０
５
４
㍉
と
、
明
治
16
年
に
観
測
を
始
め
て
以
来
最
大
の
量
を
観
測
。
梅
雨
入
り
か
ら
８
月
６
日
ま
で
の
降
水
量

も
、
市
の
平
年
の
年
間
降
水
量
に
匹
敵
す
る
２
２
５
２
㍉
と
記
録
的
な
量
に
達
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
後
に「
８
・
６
水
害
」と
称
さ
れ
た
８
月
６
日
の
降
水
量
は
突
出
し
、「
１
０
０
年
に
一
度
」の
未
曾
有
の

集
中
豪
雨
と
な
っ
た
。前
夜
に
大
雨
洪
水
警
報
が
出
さ
れ
た
が
、雨
脚
が
強
く
な
り
始
め
た
の
は
６
日
午
後
４
時
ご
ろ
か
ら
。
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午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
の
２
時
間
に
１
０
６
㍉
を
観
測
、
１
日
降
水
量
も
２
５
９
㍉
と
８
月
と
し
て
は
当
時
の
観
測
開
始

以
来
の
記
録
と
な
っ
た
。
市
は
た
だ
ち
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
午
後
４
時
30
分
に
は
市
内
全
域
に
避
難
勧
告
を
発
令
し

た
。
鹿
児
島
市
で
は
折
か
ら
の
満
潮
と
甲
突
川
上
流（
郡
山
町
）の
大
雨
も
重
な
っ
て
、
が
け
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
、
護
岸
の

決
壊
な
ど
が
続
発
。
市
内
の
天
文
館
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
鹿
児
島
駅（
現
鹿
児
島
中
央
駅
）に
か
け
て
の
広
い
範
囲
で
冠
水
し
た
。
さ

ら
に
稲
荷
川
、
新
川
の
氾
濫
で
上
町
、
郡
元
両
地
区
に
も
水
が
あ
ふ
れ
、
市
街
地
の
一
部
で
は
２
㍍
の
高
さ
に
ま
で
達
し
た
。

　

甲
突
川
か
ら
最
短
で
約
30
㍍
の
市
立
病
院
で
は
、
電
車
通
り
側
で
最
大
水
位
は
１
１
５
㌢
と
な
り
、
本
館
玄
関
の
車
寄
せ

縁
石
ま
で
上
昇
し
た
。
２
号
館
は
床
下
配
管
ピ
ッ
ト
へ
浸
水
し
、
壁
面
か
ら
１
号
館
地
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
へ
流
入
し
て
き

た
。
北
側
市
道
で
は
水
位
１
０
０
㌢
と
な
り
、
３
号
館
１
階
廊
下
ま
で
浸
水
し
た
。
ま
た
、
駐
車
場
と
第
一
、
第
二
倉
庫
、

看
護
師
寮
に
浸
水
す
る
と
同
時
に
汚
泥
が
流
入
し
た
。
本
館
西
側
の
市
道
交
差
点
付
近
で
は
水
位
は
１
１
０
㌢
ま
で
上
昇
。

洗
濯
室
前
は
土
の
う
で
、
ス
ロ
ー
プ
等
は
鉄
扉
を
閉
め
て
対
応
し
た
が
、
病
院
周
囲
の
水
位
が
敷
地
内
の
水
位
を
上
回
り
、

排
水
口
よ
り
逆
流
、
さ
ら
に
「
い
こ
い
の
森
」
駐
車
場
出
入
り
口
よ
り
進
入
し
、
本
館
地
下
、
外
来
待
合
ス
ペ
ー
ス
、
４
号

館
地
下
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
棟
等
に
浸
水
し
た
。

　

病
院
で
は
、
断
水
し
た
同
夜
、
医
師
28
人
、
看
護
職
77
人
、
医
療
技
術
職
22
人
、
事
務
局
46
人
の
ほ
か
、
研
修
医
、
臨

時
・
パ
ー
ト
看
護
師
ら
総
勢
２
１
６
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
し
た
。
病
院
に
は
５
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
た
が
、
手
術
を
伴
っ

た
の
は
１
件
で
断
水
の
中
を
な
ん
と
か
し
の
い
だ
。
通
常
、
１
日
平
均
１
９
０
㌧
の
水
を
使
用
し
て
い
た
が
、
容
量
40
㌧
の

貯
水
タ
ン
ク
に
は
半
分
以
下
の
量
し
か
な
い
状
態
。
翌
日
、
市
水
道
局
か
ら
給
水
タ
ン
ク
車
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送
を
受
け
、
24

時
間
体
制
で
救
急
患
者
に
備
え
る
た
め
、
手
術
な
ど
に
必
要
な
水
の
確
保
に
努
め
た
。
一
方
、
翌
朝
か
ら
６
３
０
人
余
り
の
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入
院
患
者
に
「
洗
面
な
ど
は
ギ
リ
ギ
リ
の
使
用
を
」
と
節
水
を
呼
び
か
け
た
。
豪
雨
を
起
因
と
す
る
患
者
搬
入
は
、
６
日
か

ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
で
24
人
、
う
ち
救
急
車
に
よ
る
も
の
は
８
人
だ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
７
日
に
は
三
船
病
院
の
入
院
患
者

12
人
を
受
け
入
れ
た
。

　

就
任
直
後
に
水
害
を
体
験
し
た
武
弘
道
６
代
目
院
長
は
、
後
日
「
８
・
６
豪
雨
で
職
員
の
一
丸
ぶ
り
に
感
嘆
し
た
。
当
日

は
職
員
の
大
半
が
進
ん
で
居
残
り
、
地
下
に
流
れ
込
む
濁
流
を
汲
み
出
し
、
土
の
う
を
積
む
な
ど
『
病
院
を
守
ろ
う
』
と
汗

だ
く
で
動
い
た
。
お
か
げ
で
被
害
も
軽
微
。
病
院
に
避
難
し
て
い
た
多
く
の
市
民
に
炊
き
出
し
も
で
き
た
」
と
振
り
返
っ
て

い
る
。
こ
の
「
炊
き
出
し
」
に
つ
い
て
、
病
院
栄
養
士
の
大
山
律
子
さ
ん
は
「
１
、
２
階
の
待
合
室
は
帰
宅
で
き
な
く
な
っ

た
患
者
や
職
員
、
避
難
し
て
き
た
市
民
で
あ
ふ
れ
、
売
店
の
食
料
は
売
り
切
れ
て
い
た
。
看
護
師
長
の
要
請
を
受
け
、
病
院

に
残
っ
て
い
た
栄
養
士
、
調
理
師
10
人
ほ
ど
で
約
１
５
０
人
分
の
お
に
ぎ
り
を
作
っ
た
。
梅
干
し
入
り
を
２
個
ず
つ
、
た
く

あ
ん
と
一
緒
に
ラ
ッ
プ
に
く
る
み
食
べ
て
も
ら
っ
た
。
後
日
『
あ
の
と
き
の
お
に
ぎ
り
は
お
い
し
か
っ
た
』
と
感
謝
の
手
紙

が
届
い
た
り
、
お
礼
を
言
わ
れ
た
り
し
た
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、
南
日
本
新
聞
も
「（
中
略
）
▼
６
日
の
鹿
児
島
市
の
集
中

豪
雨
で
は
、
甲
突
川
の
は
ん
ら
ん
で
市
立
病
院
に
避
難
し
て
き
た
約
１
０
０
人
に
、
職
員
が
お
に
ぎ
り
を
用
意
し
た
と
い

う
。『
泣
き
た
く
な
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
。
ぜ
ひ
み
ん
な
に
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
』
と
い
う
感
激
の
電
話
が
本
社
に
あ
っ

た
。
い
や
似
た
よ
う
な
話
は
、
あ
の
状
況
の
な
か
で
県
内
に
無
数
に
あ
っ
た
に
違
い
な
い
▼
水
魔
の
犠
牲
は
大
き
か
っ
た
。

し
か
し
、
人
と
人
は
ま
だ
ま
だ
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
気
持
ち
を
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
い
る

こ
と
も
証
明
し
た
。
忘
れ
て
な
ら
な
い
、
も
う
一
つ
の
災
害
記
録
だ
」（
８
月
11
日
付
「
南
風
録
」）
と
紹
介
し
た
。

　

こ
の
豪
雨
災
害
で
市
内
で
は
死
者
・
行
方
不
明
者
48
人
、
重
軽
傷
者
52
人
を
数
え
、
家
屋
の
被
害
は
全
壊
２
８
４
戸
、
半
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壊
１
８
３
戸
、
一
部
壊
５
４
１
戸
、
床
上
浸
水
９
０
９
１
戸
、
床
下
浸
水
１
９
９
９
戸
に
達
し
た
。
甲
突
川
に
架
か
り
市
民

に
長
年
愛
さ
れ
て
き
た
五
石
橋
は
、
新
上
橋
と
武
之
橋
が
流
失
、
そ
の
後
残
り
も
移
転
・
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

市
街
地
の
多
く
の
地
下
室
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
な
か
で
、
市
立
病
院
は
９
５
０
万
円
の
被
害
に
と
ど
ま
っ
た
。
病
院

内
３
か
所
の
防
潮
扉
は
、
昭
和
54
、
55
年
に
甲
突
川
側
に
あ
る
道
路
側
溝
が
あ
ふ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
56
年
ま

で
に
西
側
の
高
さ
１
・
５
㍍
の
防
潮
壁
と
と
も
に
取
り
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
防
潮
扉
に
は
最
上
部
か
ら
32
㌢
の
所
ま
で

水
が
迫
っ
た
が
、
周
辺
に
職
員
２
０
０
人
以
上
で
土
の
う
を
積
む
な
ど
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ほ
ぼ
完
全
に
地
下
へ
の
浸
水
を

制
御
し
た
。
大
薗
正
司
事
務
局
長
は
「
心
臓
部
が
や
ら
れ
て
い
た
ら
病
院
機
能
は
マ
ヒ
、
十
数
億
円
の
被
害
は
免
れ
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

昭
和
57
年
の
長
崎
大
水
害
で
、
長
崎
市
立
市
民
病
院
は
、
動
力
施
設
や
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
ー
な
ど
が
集
中
す
る
地
下
室
が
水

没
、
６
億
４
０
０
０
万
円
に
上
る
被
害
を
受
け
て
い
る
。
同
様
の
地
下
室
利
用
を
し
て
い
た
鹿
児
島
市
立
病
院
だ
っ
た
が
、

長
崎
大
水
害
以
前
に
施
し
た
水
害
へ
の
備
え
が
功
を
奏
し
た
形
と
な
っ
た
。そ
れ
で
も
、市
立
病
院
で
は
そ
の
後
、
地
下
等
へ

の
浸
水
防
止
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
建
物
周
辺
の
出
入
り
口
部
分
に
防
潮
扉
や
防
潮
板
を
新
設
、
補
強
す
る
な
ど
防
潮

整
備
を
平
成
６
年
８
月
ま
で
に
完
了
。
併
せ
て
ド
ラ
イ
エ
リ
ア
等
の
排
水
を
す
る
た
め
の
移
動
式
排
水
ポ
ン
プ
を
増
設
し
た
。

　

８
・
６
水
害
の
翌
月
、
９
月
３
日
に
は
台
風
13
号
が
来
襲
。
鹿
児
島
市
消
防
局
の
気
象
観
測
装
置
で
最
大
瞬
間
風
速
63
・

４
㍍
を
記
録
し
、
市
内
で
負
傷
者
24
人
、
住
宅
の
全
半
壊
１
３
０
戸
な
ど
の
被
害
が
出
た
。
市
立
病
院
も
３
号
館
の
屋
上
に

設
置
し
て
い
た
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
が
被
害
を
受
け
た
が
、
応
急
処
置
を
す
る
こ
と
で
病
院
運
営
に
支
障
は
出
な
か
っ
た
。

被
害
額
は
１
３
０
万
円
だ
っ
た
。
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
対
応

「
８
・
６
水
害
」
か
ら
約
１
年
５
カ
月
後
、
日
本
全
体
を
震
撼
さ
せ
る
大
災
害
が
起
こ
る
。

　

平
成
７
年
１
月
17
日
５
時
46
分
、
淡
路
島
北
部
の
深
さ
16
㌖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
地
震
が
発
生
し

た
。
こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
は
死
者
６
４
３
４
人
、
行
方
不
明
３
人
、
負
傷
者
４
万
３
７
９
２
人
、
住
家
全
壊
10
万
４
９
０

６
棟
、
住
家
半
壊
14
万
４
２
７
４
棟
、
全
半
焼
７
１
３
２
棟
（
総
務
省
消
防
庁
の
統
計
）
に
の
ぼ
っ
た
。
気
象
庁
は
こ
の
地

震
を
「
平
成
７
年
兵
庫
県
南
部
地
震
」
と
命
名
、
政
府
は
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
と
呼
称
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

地
震
発
生
か
ら
そ
の
後
の
救
護
隊
派
遣
ま
で
の
詳
細
な
経
過
を
追
う
と
、
市
立
病
院
の
迅
速
か
つ
積
極
的
な
支
援
姿
勢
が

浮
か
び
上
が
る
。

　

市
立
病
院
内
で
は
、
翌
18
日
に
は
「
救
護
隊
を
派
遣
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
上
が
っ
た
」（
武
弘
道

院
長
）。
と
こ
ろ
が
、
派
遣
し
よ
う
に
も
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
に
協
議
会
と

し
て
の
対
応
を
照
会
し
た
が
、「
現
段
階
で
は
対
応
を
ま
と
め
て
い
な
い
」
と
の
回
答
。
市
立
病
院
と
し
て
は
「
要
請
が
あ

れ
ば
医
師
、
看
護
師
派
遣
の
用
意
あ
り
」
の
申
し
出
を
伝
え
た
。
一
方
で
神
戸
市
立
病
院
や
神
戸
衛
生
局
へ
連
絡
を
取
ろ
う

と
す
る
が
、
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
。

　

地
震
発
生
か
ら
３
日
目
の
19
日
、
院
内
で
は
派
遣
を
前
提
に
院
長
、
副
院
長
、
事
務
局
長
、
総
務
課
長
、
総
看
護
師
長
ら

が
集
ま
り
協
議
。
応
援
隊
と
し
て
医
師
２
人
、
看
護
職
員
２
人
程
度
と
す
る
が
、
人
員
、
器
材
な
ど
は
要
請
に
応
じ
て
対
応

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
さ
ら
に
内
定
の
派
遣
者
を
含
め
た
具
体
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
。
一
方
、
20
数
回
の
試
み
の
末
、
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神
戸
市
立
中
央
病
院
と
連
絡
が
取
れ
た
も
の
の
、
相
手
方
か
ら
は
「
現
在
の
と
こ
ろ
職
員
体
制
は
足
り
て
い
る
。
も
う
一
つ

の
西
市
民
病
院
は
ほ
と
ん
ど
診
療
を
行
っ
て
な
い
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
稗
田
正
事
務
局
長
が
、
よ
う
や
く
連
絡
の
取
れ
た
神
戸
市
衛
生
局
に
派
遣
協
力
を
申
し
出
た
。
だ
が
、
こ
ち

ら
も
「
他
都
市
の
申
し
出
も
多
く
、
現
在
調
整
中
な
の
で
後
ほ
ど
連
絡
す
る
」
と
の
返
事
。
稗
田
事
務
局
長
は
「
神
戸
市
と

鹿
児
島
市
は
歴
史
的
に
も
深
い
間
柄
な
の
で
、
是
非
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
添
え
た
。
そ
の
後
神
戸
市
か
ら
連
絡

が
な
い
た
め
、
稗
田
事
務
局
長
は
再
度
連
絡
を
取
り
「
神
戸
市
の
笹
山
幸
俊
市
長
は
鹿
児
島
県
出
身
で
も
あ
り
、
是
非
協
力

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
申
し
出
た
。
し
か
し
、
返
事
は
同
じ
「
調
整
中
」。
大
混
乱
の
真
っ
た
だ
中
、
神
戸
市
側
は
院
長
ら
責

任
者
が
ほ
と
ん
ど
不
在
だ
っ
た
。

　

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
か
ら
は
「
協
議
会
と
し
て
派
遣
協
力
の
具
体
的
な
動
き
は
な
い
。
現
地
で
は
日
赤
や
近
隣
自
治

体
か
ら
医
療
団
が
出
向
い
て
い
る
よ
う
だ
。
協
議
会
と
し
て
要
請
が
あ
れ
ば
、
会
員
病
院
に
お
願
い
す
る
」
と
電
話
連
絡
。

長
崎
市
民
病
院
な
ど
か
ら
は
市
立
病
院
の
態
勢
の
照
会
な
ど
電
話
が
続
い
た
。

　

動
き
た
く
て
も
動
け
な
い
状
態
は
、
４
日
目
の
20
日
も
続
く
。
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
か
ら
は
同
日
「
会
員
病
院
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
続
い
て
お
り
厚
生
省
、
自
治
省
と
連
絡
を
取
り
、
当
面
次
の
対
応
を
取
る
」
と
す
る
フ
ァ
ク
ス
が
届
く
。

「
兵
庫
県
対
策
本
部
で
は
、
避
難
所
に
初
期
診
療
活
動
を
す
る
救
護
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
予
定
。
厚
生
省
か
ら
各
都
道
府

県
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
派
遣
要
請
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
要
請
が
あ
れ
ば
会
員
病
院
に
は
ご
協
力
願
い
た
い
。
自
治
体
、
病
院

相
互
間
の
従
来
か
ら
の
経
緯
か
ら
支
援
が
要
請
さ
れ
る
場
合
、
要
請
が
あ
れ
ば
派
遣
に
応
じ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
は
当
然
の

こ
と
」
等
の
内
容
だ
っ
た
。
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被
災
地
に
３
次
の
応
援
隊

　

こ
う
し
た
中
、
地
震
か
ら
ほ
ぼ
１
週
間
後
の
１
月
23
日
、
神
戸
市
衛
生
局
か
ら
よ
う
や
く
職
員
派
遣
の
要
請
を
受
け
る
。

「
期
間
は
25
日
か
ら
２
月
２
日
ま
で
の
９
日
間
、
た
だ
し
、
必
要
に
応
じ
て
継
続
す
る
こ
と
も
あ
る
。
従
事
内
容
は
５
０
０

余
り
の
避
難
所
で
の
巡
回
診
療
班
に
編
入
す
る
」
と
の
内
容
だ
っ
た
。
25
日
早
朝
、
す
で
に
決
定
し
て
い
た
整
形
外
科
医
の

牧
信
哉
隊
長
、
循
環
器
科
医
の
山
下
積
徳
医
師
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
満
留
修
一
郎
看
護
師
、
中
央
手
術
室
吉
松
茂
看
護
師

の
４
人
が
出
席
し
て
25
日
朝
、
鹿
児
島
市
長
室
で
出
発
式
が
行
わ
れ
た
。
牧
隊
長
が
「
私
た
ち
は
一
昨
年
の
８
・
６
水
害
で

全
国
か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
援
助
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
応
援
隊
員
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
大
き
な
誇
り
を
持

ち
、
54
万
市
民
を
代
表
し
て
微
力
な
が
ら
被
災
者
救
援
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
宣
誓
。
４
人
は
式
後
そ
の
足
で
伊

丹
空
港
に
飛
び
、
同
空
港
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
神
戸
市
に
入
っ
た
。

　

同
日
昼
過
ぎ
、
長
田
区
役
所
に
到
着
し
た
チ
ー
ム
は
仮
設
の
保
健
所
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
後
、
翌
日
か
ら
同
区
内
の

避
難
所
を
巡
回
し
て
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
診
療
活
動
を
支
援
す
る
。
牧
信
哉
隊
長
は
活
動
終
了
後
、「
長
田
区
で
は
①
厚

生
省
が
派
遣
し
た
県
立
病
院
チ
ー
ム
②
日
赤
チ
ー
ム
③
神
戸
市
要
請
の
各
県
医
療
チ
ー
ム
④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
⑤
長
田

地
区
の
病
院
チ
ー
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
。
避
難
所
で
か
ち
合
う
こ
と
が
多
く
、
風
邪
の
患
者
さ
ん
で
４
カ
所
か
ら
投
薬
を

受
け
て
い
る
人
も
お
り
、
横
の
連
携
の
重
要
性
を
感
じ
た
。
災
害
時
の
医
療
体
制
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を

呈
し
た
ほ
か
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
素
晴
ら
し
さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
」
と
報
告
し
た
。

　

神
戸
市
は
そ
の
後
、「
診
療
体
制
を
見
直
し
、
巡
回
診
療
を
廃
止
し
て
、
常
設
診
療
体
制
だ
け
で
対
応
す
る
。
各
県
か
ら
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の
応
援
が
あ
り
医
師
、
看
護
師
は
足
り
て
い
る
が
、
現
行
常
設
診
療
所
の
人
員
の
疲
労
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
引

き
上
げ
に
よ
り
２
月
中
旬
か
ら
人
手
が
足
り
な
く
な
る
」
と
し
て
、
約
７
０
０
人
が
避
難
し
て
い
た
長
田
区
「
二
葉
小
学

校
」
で
の
常
設
診
療
活
動
に
第
２
次
応
援
隊
の
派
遣
を
要
請
し
て
き
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
立
病
院
で
は
小
児
科
医
長
の
二

宮
誠
医
師
を
隊
長
に
循
環
器
科
の
李
相
崎
医
師
、
岩
下
房
子
看
護
師
、
豊
田
尚
美
看
護
師
の
４
人
の
ほ
か
、
山
下
保
健
所
の

大
山
あ
ゆ
み
保
健
師
が
加
わ
る
チ
ー
ム
を
編
成
、
２
月
16
日
か
ら
23
日
ま
で
派
遣
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
も
第
２
次
応
援

隊
を
引
き
継
い
で
３
月
１
日
ま
で
の
日
程
で
、
第
３
次
応
援
隊
５
人
（
産
婦
人
科
・
上
塘
正
人
医
師
＝
隊
長
＝
、
内
科
・
橋

口
照
人
医
師
、
高
吉
ミ
チ
子
看
護
師
、
大
保
真
美
看
護
師
、
中
央
保
健
所
・
北
野
か
な
子
保
健
師
）
を
派
遣
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る
ま
で
戦
後
最
悪
の
自
然
災
害
と
言
わ
れ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
初
め
て
そ
の
被
災
地
へ
３
度

に
わ
た
っ
て
医
療
応
援
隊
を
送
っ
た
市
立
病
院
で
は
、
多
く
の
教
訓
を
学
ぶ
。
平
成
７
年
３
月
の
市
議
会
で
、
武
弘
道
院
長

は
「
今
回
の
大
震
災
を
教
訓
に
今
後
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
、
入
院
患
者
の
安
全
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
診
療
機
能
を

確
保
し
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域
の
中
核
的
医
療
機
関
と
し
て
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
だ
。
今
後
停
電

対
策
、
断
水
対
策
な
ど
の
施
設
設
備
の
整
備
、
医
薬
品
、
衛
生
材
料
の
確
保
と
食
材
量
の
調
達
や
患
者
の
受
け
入
れ
態
勢
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
招
集
体
制
、
情
報
収
集
の
あ
り
方
な
ど
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
災
害
時
の
救
急
医
療
対
策
に
は
医
療
機
関
相
互
の
連
携
が
必
要
と
な
る
。
他
の
医
療
機
関
と
の
応
援
体
制
に
つ

い
て
も
今
後
検
討
し
た
い
」
と
課
題
を
挙
げ
た
。




